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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 平成28年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

評価軸①-1
組織体制

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　法定協議会である「添田町歴史的風致維持向上計画推進協議会」を、平成28年度においては２回開催し、年度ごとの実
施事業推進のための検討～報告及び意見聴取を行った。
　また、平成28年４月より、庁内において、より歴史を活かした“まちづくり”の情報発信を強化するため、文化財係が所属
する「まちづくり課」に「広報係」を配置する機構改革を実施した。

　本計画の推進、実施にあたっては、計画策定時同様にまちづくり課文化財係が事務局を担い、歴史まちづく
り法第11 条に基づく添田町歴史的風致維持向上計画推進協議会において計画推進や計画変更、円滑な事業
の実施に向けた協議を行い、事業を推進することを基本とする。
　計画の推進や事業の実施に際しては、国や福岡県の指導を仰ぎながら、庁内の関係各課との連絡調整を行
いつつ、事業対象となる文化財の所有者や周辺住民等と協議の上、一体となって事業を推進する。

法定協議会及び支援連携体制について

項目

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

開催回 開催日 主な議題 

第 7 回 H28.4.21 
○平成２６～２７年度実施事業の進行管理・評価 

○平成２８年度実施計画について 

第 8 回 H29.3.16 
○平成２８年度実施事業の進行管理・評価 

○平成２９年度実施計画について 

 

H28.4.21 第７回 添田町歴史的風致維持向上計画推進協議会の様子

添田町－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 平成28年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

　福岡県において、交通基盤の進展により通勤・通学・買い物等の日常の生活行動が、市町村界を超えて広がっているこ
と。また、人口減少が進む小都市において、都市機能の相互補完など市町村連携が重要になることから、区域区分の見
直しがなされ、平成29年１月に「添田都市計画区域マスタープラン」から『筑豊広域都市計画区域マスタープラン』へと見直
しがなされた。

評価軸②-1

　添田都市計画区域マスタープランは、平成16年５月に都市計画の決定がなされた。都市を取り巻く社会経済
環境の変化を認識しながら、各都市が今後とも都市活力のある社会経済活動の場として機能し、また、県民に
快適で幸せな暮らしを提供する場として機能していくため、「暮らしやすく活力のある環境共生の都市づくり」を
目標と位置づけ、平成20 年12 月に福岡県により変更され、告示された。
　本計画は、長期的視点に立った都市の将来像を明確にするとともに、その実現に向けての大きな道筋を明ら
かにし、当該都市計画区域における都市計画の基本的な方向性を示すものとして、今日まで運用が図られて
いる。

重点区域における良好な景観を形成する施策

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

項目

都市計画区域マスタープランの見直し

第228回 福岡県都市計画審議会(H28.11.29開催）資料より抜粋

添田町－2



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成28年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応

項目

中島家住宅保存修理事業

評価軸③-1

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成27 年度～平成31 年度

重要文化財（建造物・美術工芸品）修理

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

重要文化財に指定されている主屋の保存修理を実施する。また、耐震診断を実施の上、必要に応じて耐震補
強を実施する。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

　全国の重要文化財等の保存修理工事の設計監理を担っている「公益財団法人　文化財建造物保存技術協会と委託契
約を平成28年10月に締結し、平成29年１月より保存修理工事に着工し、本年度においては、着工までの準備作業（車通行
用鉄板敷き、現場事務所の設置等）を行った。

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

　文建協による調査結果及び文化庁の指導により、地盤沈下に伴う建物の歪みが想像
以上に大きく根本的な修理が必要なことが判明。
　工期に相当期間を要するため、今後、計画の延長等を検討していく。

文化庁調査官による指導の様子
H28.4.12 着工前の指導調査 H29.3.3 着工時の指導調査

H29.3 修理工事の状況第３月の工程会議（H29.3.7）

町（文化財担当・工事担当）、文建協、請負業者

添田町－3



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成28年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

状況を示す写真や資料等

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業・街なみ環境整備事業の効果促進事業）

　英彦山門前町全体において、来訪者のニーズの把握や現有公共施設の利活用、各施設の周遊性の向上、
参詣者や観光客の誘導等の総合的な検討を行い、英彦山門前町全体の観光や地域住民と来訪者等の交流
を促すための施設整備の方針を策定する。

評価軸③-1

英彦山地区再興整備方針策定事業

平成27 年度～平成28 年度

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　各分野（まちづくり・観光・建築）の専門家と関係する観光施設及び地元選出者による策定委員会において、昨年度策定
した方針に基づき、３回の委員会・部門ごとの部会２回開催し、基本設計を検討・策定した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

開催日 種別 検討内容 

Ｈ２８． ７．２１ 第５回 委員会 
・再興整備構想に伴う関連施設基本設計業務の確認 

・今後の検討手法について 

Ｈ２８． ９． ９ 第１回 分科会 

（花駅部会）建物の活用手法の検討 

（観光案内機能・体育館部会）観光案内機能の設置場所 

                   体育館跡地の活用方法 

（参道周辺部会）国指定史跡との関連・花公園の整備方針 

Ｈ２８．１０．２６ 第２回 分科会 

（花駅部会）提案（模型）を受けての検討 

（観光案内機能・体育館部会）提案（図面）を受けての検討 

                  体育館でのアウトドアの活用検討 

（参道周辺部会）整備可能宿坊の洗い出し・機能の検討 

Ｈ２８．１２．２２ 第６回 委員会 ・各分会で検討を行った事項の報告意見統一 

Ｈ２９． ３．１３ 第７回 委員会 ・基本設計（案）の検討・承認 

 

委員会・分科会での協議の様子
H28.10.26 花駅部会での協議 H28.12.22 第６回委員会

添田町－4



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成28年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

案内板等整備事業

平成27 年度～平成35 年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業・街なみ環境整備事業の効果促進事業）

　歴史的建造物等の資源に設置されている案内板や誘導サインのうち、経年劣化等によりその機能を発揮で
きていない物を除去するとともに、未設置の資源も含めてデザイン方針に基づいた案内板等を設置する。併せ
て、交通結節点等に総合案内板を設置する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　設置予定個所の変更に伴い、繰越事業となっていた平成27年度分の工事を行った。（H28.6.30竣工）
　　　　　　　　　　　　　　新　規　設　置：２カ所
　　　　　　　　　　　　　　景観阻害撤去：９カ所

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

【撤去前】 景観阻害サインの撤去（大字英彦山） 【撤去後】

【大字添田分】 上：設置工事 新規設置サイン 【大字落合分】 上：設置工事

下：設置後 下：設置後

添田町－5



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成28年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成27年度から、勉強会を行っていくなかで、英彦山区域・添田本町等区域の両区域ともその気運が高まり、英彦山に
おいては年末より発足準備が行われ、H29.2.18に『英彦山門前町づくり同好会』が発足した。
　添田本町等区域においても、設立に向けた規約（案）の作成や役員の選出などの準備が進んでいる。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

平成26 年度～平成35 年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業の効果促進事業）

　重点区域である英彦山区域及び添田本町等区域において、歴史文化遺産の保存・活用に係る文化財保護・
まちづくり団体の設立を支援する。

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

まちづくり団体設立支援事業

まちづくり勉強会の様子

 英彦山地区 添田本町等地区 

第１回 H28. 7.30 H28. 7.30 

第２回 H28. 9. 5 
H28. 8.22 
中島家草刈り説明 

第３回 H28.10.29 H28. 8.27 

第４回 
H28.11.24 
先進地視察(豊後高田市) 

H28.10.29 

第５回 H28.12. 2 
H28.11.17 
先進地視察（福津市） 

第６回 H29. 2.18 H29. 1.20 

 

H28.11.17 添田本町先進地視察（福津市）

藍の家での講義受講の様子

添田本町等区域（第４回：H28.10.29）

（先進取り組み地区による講義）

英彦山区域（第４回：H29.2.18）

（英彦山門前町づくり同好会の発足）

添田町－6



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 平成28年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

児童・生徒に対する意識向上推進事業

平成27 年度～平成35 年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業の効果促進事業）

　後世への伝承者である児童・生徒に対し、町内の小・中学校と協力しながら、添田町の歴史や歴史文化遺産
に関する授業に取組むため、テキストを作成するとともに、授業への学芸員等の派遣、文化財の現地見学等の
本町の歴史文化への意識向上に資する取組みを実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成27年度に作成した歴史テキストを町内小学校（５校）へ４月に配布した。（引き渡し式は、H28.6.15に実施）
　引き渡し式後にあっては、各小学校において、社会科や総合的な学習の時間において活用されている。
　また、町立図書館に配布したところ、閲覧者からも大変好評を得ている。

対象学年 授業内容 使った感想 

3 年生 

知ろうよ！添田町 

伝わる民話 

添田町の小学校 など 

・歴史・文化が網羅しており、絵が豊富で活用しやすい 

・知らないことが多いことに気付かされた 

・今後もおおいに活用し、添田町を誇れる子供たちの育成を目指したい 

・教科書で太宰府が取り上げられているが、自分たちの住む添田町にも多くの 

文化財があることを知らせることができた 
4 年生 

添田町の伝統文化 

福岡県の様子 

文化財を守る など 

児 童 の 反 応 

・添田町を知りたいという意欲を高められた 

・添田町を知ることができ、楽しく学習できていた 

・図書室に陳列しており、自ら進んで読んでいた 

 

歴史テキスト引き渡し式（H28.6.15） テキストを使った授業の様子（H28.7.12）

添田町－7



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成28年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

今後、他業務支援策とのバランスを鑑み、先進事例を参考としながら各団体が利用し
やすい制度となるよう要綱等の改正を検討していく必要がある。

　春に、対象候補団体に対し制度周知と併せ補助金の活用を促す取り組みを実施し、１団体より「民俗芸能文化財等伝承
支援事業」の要望があったものの、その後、思いのほか当該団体の資金繰りに苦慮したことにより、本補助金の活用がな
くなった。

状況を示す写真や資料等

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

【民俗芸能文化財等伝承支援事業】神幸祭等の祭礼や神楽等の伝統芸能を行っている活動団体に対して、活
動の維持や後継者育成に資する活動経費の一部について、助成金を交付し支援する。
【まちづくり団体育成支援事業】本町に点在する歴史文化遺産を保存・活用するため、歴史文化遺産の保存・
活用に係る文化財保護・まちづくり団体の活動経費の一部について、助成金を交付し支援する。

項目

民俗芸能文化財等伝承支援事業・まちづくり団体育成支援事業

候補団体に活用を促した通知
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成28年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

「英彦山」国史跡に指定

　　英彦山には、修験窟等の修験道に関する遺跡などが数多く点在するとともに、英彦山神宮参道には、現在
も地域の人々が生活する宿坊がある他、石段や石垣、石塔等の工作物が残されているが、経年劣化による損
傷が進行している。これらを後世に継承するため、本計画年度内に、文化財保護法に基づく史跡の指定に向け
た調査・保護措置の検討を推進する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成22年度より調査を行ってきた「英彦山」の調査がまとまり、平成28年７月に県を通じて意見具申を行い、11月の文化
財保護審議会において「我が国を代表する山岳信仰の遺跡であり、我が国の修験・仏教・神道の信仰の在り方を考える上
で重要である」との答申に基づき、平成29年２月９日に国史跡に指定された。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

史跡指定を周知するために作成したポスター

史跡指定を周知するために作成した懸垂幕

史跡指定を周知するために作成した幟とチラシ

添田町－9



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 平成28年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

地域住民による国指定重要文化財 中島家住宅の庭園草刈り業務

　　町内外の人々を対象として実施する普及・啓発は、案内板等の設置やパンフレット等の作成・配布ととも
に、添田町観光ガイドボランティア等によるガイド活動やイベントの開催等により、広く普及・啓発を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　重要文化財である「中島家住宅」と相まって厳かな雰囲気を醸し出している広大な庭園について、『まちづくり団体設立支
援事業』の効果による住民の気運の高まりもあって、周辺に住む多くの住民による草刈り作業が２回（９月・12月）行われ
た。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

９月の草刈り作業の様子（延べ42名参加）

12月の草刈り作業の様子（延べ32名参加）
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 平成28年度
効果・影響等に関する報道
評価軸⑤-1

西日本新聞、読売新聞、毎日新聞

歴史テキスト引き渡し式、授業

状況を示す写真や資料等

「英彦山」国史跡へ

■計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　平成27年度に作成した「岩石山とその周辺ガイドブック」や「歴史テキスト」関連などの歴史的風致関連事業や、史跡指定
関連や文化財庭園フォーラム（文化財庭園保存技術者協議会が主催し、町内を会場とし６月に開催）とともに、多くの歴史
文化が紹介された。
　また、町広報でも多くの記事を取り上げるとともに、『歴まちコラム』と題した町内の歴史文化遺産を紹介した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

朝日新聞、西日本新聞

H28.11.19
西日本新聞、朝日新聞、読売新聞、
日本経済新聞、毎日新聞

H28.6.28(7.13)

報道等タイトル

文化財庭園フォーラム

年月日

H28.6.26

掲載紙等

岩石山とその周辺ガイドブック完成 H28.4.8(15,20)

西日本新聞、読売新聞、毎日新聞

グレートトラバース２ H28.9.12 ＢＳプレミアム

庭園フォーラム開催（H28.6.25･26開催：町広報7月号）

「英彦山」史跡意見答申（町広報12月号）

「英彦山」史跡意見答申

【平成28年11月19日西日本新聞朝刊】

歴史テキストで授業

【平成28年7月13日 西日本新聞朝刊】

※西日本新聞新聞掲載については、平成29年3月16日付けで許諾済
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 平成28年度

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

■計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

　建造物・考古など８部門の専門家により行われた『英彦山調査報告会』との同時開催により、歴史的風致計画の周知と
歴史的風致事業の進捗状況を報告する『歴史的風致報告会』を開催し、町内外から多くの参加をいただいた。

英彦山調査報告会と併せた歴史的風致の周知

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

その他（効果等）

項目

評価軸⑥-1

歴史的風致報告会の様子
H28.10.2 美術工芸部門 H29.1.29 古文書部門

開催日 講師 検討内容 参加者 

H28 年 8 月 28 日(日) 
福岡県文化財保護審議会 

専門委員 河上 信行 
建造物 ２３名 

9 月 10 日(土) 
福岡大学人文学部 

教   授 桃﨑 祐輔 
考 古 １１名 

10 月 2 日(日) 
九州歴史資料館  

学 芸 員 井形  進 
美術工芸 ２４名 

11 月 5 日(土) 
元駒澤大学文学部  

教   授 長野  覺 
歴 史 ４９名 

12 月 3 日(土) 
福岡大学人文学部 

  教   授 白川 琢磨 
民 俗 ２２名 

 H29 年 1 月 29 日(日) 
元北九州市立自然史・歴史博物館 

 参   事 永尾 正剛 
古文書 ２６名 

2 月 26 日(日) 
添田町文化財専門 

委 員 長 梶谷 敏明 
歴 史 ４５名 

3 月 20 日(月) 
海の道むなかた館  

館   長 西谷  正 
総 括 ４０名 
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平成２８年度

・法定協議会等におけるコメント

（今後の対応方針）

　中島家住宅の保存修理後の活用にあっては、当該住宅のある添田本町等地区住民によって設立される見込みとなった
団体と協議を進めており、今後も民間の参入を含めて継続して検討していく。
　なお、中島家保存修理工事においては、地盤調査の実施は予定しており、その結果によっては、工期（計画期間）の延長
も有り得るもの考えている。

　国指定史跡「英彦山」については、今後策定予定である「史跡保存活用計画」においても、適切な保存は基よりある意味
それと相反する活用について、バランスを取りながら検討することが大切であり、かつ「史跡保存活用計画」の策定にあっ
ては、『歴史的風致維持向上計画』と連動したものとなるよう策定に努めたい。

　他市町村との周遊ルート設定に資するため、生活圏である田川市郡及び田川広域観光協会との連携は当然ながら、「英
彦山六峰」のある福智町、豊前市や大分県中津市などと、将来的な日本遺産の指定を目指した連携を模索・検討を行って
いる。

　サイン整備については、平成26年度に策定した「公共サインガイドライン」に基づき整備することとしており、ガイドラインに
あっても、新たな施設整備の際など順次見直しをすることとしている。
　また、ガイドラインの周知と協力依頼により民間への波及を目指していき、将来的には町独自の屋外広告物条例の制定
を前提に模索・検討していく。
　内容の充実やインバウンド対策については、観光部署とも連携し実施の方向で検討していく。

　「児童・生徒に対する意識向上推進事業」で作製した歴史テキストについては、教師・児童からも好評である。しかし、ご指
摘のとおり、今後については、学校・教育委員会と連携して、教師向けの研修会の実施や指導テキストの作製について検
討していく。

　各地区でそれぞれ開催している神幸祭については、町広報で取り上げられているものの、動画撮影での記録を検討する
とともに、周知を図るためインターネット配信についても検討していく。
　また、町イベントなどを活用して、「彦山おどり」や獅子舞・神楽等の伝統芸能保存団体の発表機会の創出を目指す。

（コメントの概要）

　中島家については、単に復原補修するに止めず、活用のための具体案を今から立案推進すれば（委員会設置）町民の関
心も高まると思われる。
　また、地盤沈下が現在も進行しているのであれば、地盤沈下そのものへの対応も必要なのではないか。

　添田町歴史的風致維持計画と、英彦山国指定史跡が、車の両輪のように相乗効果を発揮する両者の接点を具体的に見
出し検討を広め、深める必要があるように思われる。
　人や物の交流がピストン的であるため、耶馬・日田・英彦山国定公園（大分県中津市・日田市、福岡県添田町）の三者に
よる循環・交流の活性化委員会など設置して、具体策を検討してはどうか。

　今後は町設置の案内板だけでなく、一般の屋外広告物についても、デザイン方針等を定めて周知及び指導を行うことに
より、本事業はより効果のあるものになると思われる。
　また、サイン内容の充実やインバウンド対策として外国語表記についても併せて検討することが必要と思われる。
　地道に設置することが大切と思うが、一方で整備をやりすぎないような配慮も今後は必要になると思われる。

　児童・生徒に対する意識向上推進事業について、歴史的風致を維持向上するためには大変重要な事業だと思う。今後
は、教員に対してのアプローチも大事なのでは。

　神幸祭について、開催時期が重なるため他地域の神幸祭を見学する機会がない。別の時期にでも一度に集まって観る
機会が持てればよいが。

　添田町の芸能を町域外にアピールすることで、地域の芸能担当者も積極的になるのではないか。

コメントが出された会議等の名称：添田町歴史的風致維持向上計画推進協議会

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　                            　　　 　     　　（様式４）

評価対象年度

会議等の開催日時：　平成２９年３月１６日（木）午後１時３０分～
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